




（Towards the International Communication Field Startup -an Outline, 














































































































































































①アイスブレーキング 0 名 
②名物自慢 0 名 
③Wonderland Japan 4 名 
④リーダープレゼンテーション（1 日目） 0 名 
⑤グループディスカッション（1 日目） 1 名 
⑥グループプレゼンテーション（2 日目午前） 2 名 
⑦リーダープレゼンテーション（2 日目） 0 名 
⑧グループディスカッション（2 日目） 3 名 



















事前 0 4 7 0




























事前 1 3 5 2



























事前 2 8 1 0



























対応データ t 検定 N  14   
初対面 
積極性 
発信力 受信力 対人調整力 授業積極性 （Ｒ）内向
き度 
面接評価 
0.020 0.153 0.193 0.292 0.175 0.149 0.000 
* ns ns ns ns ns *** 
***：0.1％ **：1％ *5％ ns:5%以上 






































このトライアルを始めた 2013年 11月に TOEIC模試を実施し、全く同じ模試を TOEIC集中講座
の終わりに行った。両模試を受けたのは 8名である。全体では事前が TOEIC平均 444.375点、事

























































































2 表 1、図 6、7、8は（株）LbE Japan作成のアンケート調査の結果を基に本報告者が作成したもの。
分析は本報告者が行った。
3 図 9は、工藤（大阪体育大学教養教育センター）が作成した質問紙による調査を役者による「コミュ
ニケーション能力育成」講座の前後に行い、工藤が分析を行った結果である。分析方法は工藤、小野
（2014）4）を参照。
4 小野、酒井志延（2005）によると　e-Learningにおける学習で教師らが積極的に出席を促し、学習進
捗のモニタリングを行った大学が最も顕著な英語力伸長が観測されたことが報告されている。
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